昔、 ペルシャの ある 町に、 二人の 兄弟が 住んで いま 

した。 兄さんの 名 を カシムと 言い、 弟の 名 をァリ \パ 

バと 言いました。 お父さんが なくなる 時、 兄弟 二人に、 

ざいさん 

財産 を 半分ず つに 分けて くれました ので、 二人 は、 同 

じょうな 財産 を 持って おりました。 

さて、 カシム はお 金 持のお じょうさん をお よめさん 

びんぼう 

にもら いました。 それから ァリ • ババは 貧乏な 娘 をお 

かみさんに もらいました。 お金 持のお じょうさん を も 

ら つ た カシム は、 毎日 ぶらぶら 遊んで くらして いまし 

たが、 その はんたいに、 ァリ • ババは 毎日 せっせと 働 

かなくて はなり ませんで した。 毎朝 早くから 三び きの 



ろば を 引いて 森へ 出かけて、 木 を 切って は、 それ を 町 

へ 持って 帰って 売って、 そのお 金で、 やっと その 日 そ 

の 日 をく らして ゆく と いう ありさまでした。 

ある 日の こと、 ァリ. ババ が、 いつもの ように 森へ 

行って 木 を 切って いますと、 はるか 向う の 方に、 まつ 

黒い 砂け むりが、 もうもうと 立 つ ている のが 見え まし 

た。 その 砂け むり は、 見る まに こちらへ 近づいて 来 ま 

したが、 見れば、 それ はたく さんの 人が 馬に 乗って、 

いそいで かけて 来る のでした。 

「きっと、 どろぼうに ちがいな いご ァリ. ババ はふる 

えながら、 三び きのろ ば を かくして、 自分 は そばの 木 



に のぼりました。 そして、 こわごわ 様子 を 見て いまし 

た。 

ァリ • ババ のの ぼった 木の 下まで 来る と、 どろぼう 

たち は、 みんな 馬から とびおりました。 くらにつ けて 

あった 袋 もお ろしました。 

そして、 その どろぼう たちのか しらら しい 男が、 木 

の そばに ある 岩の 上に のぼって 行きました。 そしてい 

きなり、 

「開け、 ごま ご 

と、 大きな 声で さけびました。 すると、 どうでしょう _ 

その 岩が、 ぱっと 二つに われました。 中には 重そう な 



戸が 閉まって いるの が 見えました。 やがて、 その 戸 は 

見る見る うちにす う— つと 開いて ゆきました。 そして 

どろぼう たちが、 その 戸の 中へ どか どかと 入って 行く 

と、 音 もな く 戸が 閉まって しまいました。 

やがて まもなく、 どろぼう たち は 出て 来ました。 

さっきの かしらが、 また、 

rH^ ま ォ こ， ^ I- 

と、 さけびました。 戸 はすう ー つと 閉まって しまい ま 

した。 そして 岩 も、 もとの 岩に なって しまいました。 

どろぼう たち は どこか へ 去つ てし まいました。 

ァリ • ババは 木から おりました。 そして、 さっき ど 



ことば 

ろぼうの かしらが 言った、 ふしぎな 言葉 を おぼえて い 

たもので すから、 岩の 上への ぼって、 

「開け、 ごま ご と、 どなって みました。 

そうすると、 やっぱり 岩が われて、 さっきの 戸が 開 

きました。 ァリ • ババは 中へ 入って 行きました。 その 

たからもの きんか 

中 は 大きな ほら 穴でした。 りっぱな 宝物 や、 金貨 や 

ふくろ 

銀貨 を つめこんだ 大きな 袋が、 すみからすみまで、 

ぎっしり とつみ 重ねて ありました。 これ だけの もの を 

あつめる に は、 まあ 何年 かかった こと だろうと、 ァ リ- 

バ バは 思いました。 そして おそるおそる、 金貨 をつ め 

こんだ 袋ば かり を 六つ 取り出しました。 そして 手早く 



三び きのろ ばに つんで、 その上に 金貨の 袋が かくれる 

ほど、 切った 木 をつ み 重ねました。 それから、 

「閉まれ、 ごま ご と、 大きく 言いました。 そうすると 

戸 は やっぱり 閉まって、 岩に は あとかたもなく なり ま 

した。 

ァリ • ババは 家へ 帰って来ました。 おかみさん は 金 

力な 

貨の袋 を 見て、 大 へん 悲しそう な、 また こわい ような 

顔 をして、 ァリ • ババ に 泣きつ きました。 

「まあ、 お前さん、 もしかしたら これ は 9 」 とま 

で 言って、 それから さき はもう 声が 出ない 様子でした。 

すると ァリ • べバは 落ち つき はら つ て、 



「安心お しょ。 なんで 私が どろぼうなん かする もの か 

ね。 そり や、 この 袋 は、 もともと だれかが ぬすんだ も 

のに は、 ちがいな いがね ご 

と、 言いました。 それから、 金貨の 袋 を 見つけた いち 

ぶし じゅう を 話して 聞かせました。 

それ を 聞いて、 貧乏な このお かみさん は大 へんよ ろ 

こびました。 そして、 ァリ. ババが 袋から つかみ 出す 

ま い 

金貨 を、 「一枚、 二 枚」 と かぞえ はじめました。 

そのうち ァリ • ババ が、 ふと 気がつい たように 顔 を 

上げて、 

「そんな かぞえ 方 をす るの はばか だね。 そんな こと を 



がいる のか、 ふしぎに 思った ものです から、 ますの 底 

に 少しば かり ラ— ド (ぶたの 油) をぬ つて、 かしてく 

れ ました。 こうして おけば、 このます で 何 を はかった 

にしろ、 底に くっついて 返って くるに ちがいな いと 考 

え つ いたから でした。 

ァリ • ババ のお かみさん は、 ます を かりて、 大 いそ 

ぎで 帰って来ました。 そして 金貨 を はかって しまう と 

また 大 いそぎで 返しに 行きました。 けれども、 ますの 

底に、 一枚の 金貨が くっつい ていたと いう ことに は、 

ち つ とも 気がつきませんでした。 

「まあ、 なんて ことだろう。 ァリ. ババの 家で は、 あ 



ん まりお 金が どつ さり 入った ので、 かぞえきれないで、 

ますで はかつ たんだね ご 

カシムのお かみさん は、 金貨 を 見つけて、 いまいま 

しそうに どなりました。 

カシムが 帰って来て、 この 話 を 聞いて、 もっともつ 

とお こりました。 そしてす ぐに、 ァリ. ババの 家へ 出 

かけて 行きました。 

力な レ 

「何 だってお 前 はかく すんだ ね。 私の 家内 は、 お前が 

かぞえきれない ほど たくさんの 金貨 を 手に入れ たので、 

ますで はかった つて こと を、 ちゃ あんと かぎつけ てる 

ん だよ。 さあ どうして、 そんなに たくさんの お金 を こ 



しらえ たの か、 はくじょうし ろご と、 ァリ. ババ にし 

かるよう に 申しました。 

ァリ • ババ は、 せっかく かくして いた こと を 知られ 

てし まった ので、 がっかり しました。 仕方がな いので、 

兄さんに 何もかも 話して しまいました。 そして、 

「きっと、 だれに も 言わないで ください よご と、 言い 

ながら、 あの、 「開け、 ごま ご 「閉まれ、 ごま ご とい 

う 言葉 を、 教えて しまいました。 

カシム は、 自分の 家へ 帰って来て、 十二 ひきのろ ば 

を 馬 やから 引き出しました。 そして、 それ を 引いて 森 

の 岩 を さして 出かけました。 岩の 前まで 来た 時、 ろば 



と、 さけんで、 ほら 穴の 中へ 入って 来ました。 そして、 

カシムと、 引きずり 出した 金貨の 袋と を 見つけて しま 

いました。 

どろぼう たち は、 自分た ちの、 人に かくして いたお 

倉 を 見つけられ たので、 大 へん 腹 を 立てました。 そし 

ころ 

て、 いきなり カシム をつ かまえて、 切り殺して、 から 

だの 肉 を 切りき ざんで しまいました。 そして、 ここへ 

だれでも 金貨 をぬ すみに 来ない ように、 カシムの 肉の 

きれ を 一つ一つ、 ほら 穴の 中へ つるしました。 

カシムのお かみさん は、 夜に なっても カシムが 帰つ 

て 来ない ので、 大 へん 心配し ました。 そして、 ァリ. 



ババ の 家へ 行って、 カシム を さがしに 行って くれと た 

のみました。 それで ァリ • ババ は、 あくる 朝早く、 三 

びきの ろば を 引いて、 ほら 穴 さして 出かけました。 

「開け、 ごま ごそう 言って から、 ァリ. ババは 中へ 入つ 

て 行きました。 しかし 入る とすぐ に、 おそれて ちぢみ 

上って しまいました。 兄さんが 殺されて、 切りき ざま 

れ ていました から。 ァリ • ババ は、 ふるえながら、 兄 

さんの 切り きざまれた 肉 を、 一 きれず つてい ねいに よ 

せ あつめて、 二 ひきのろ ばに つみました。 そして、 あ 

との 一 ぴきは 強い 小さな 黒 馬でした が、 これに は 金貨 

の 袋 を 二 つ つみました。 



ナは、 このく っ屋を つれて 帰って来て、 切りき ざまれ 

た 主人の 肉 を、 ぬいあわせる ように 言いつけました。 

くつ 屋は、 だれ だって、 ぬいあわせ たと は 思えない ほ 

ど、 かっこうよ くつぎ あわせました。 それから モル ジ 

アナ はまた、 くつ 屋に目 かくし をして、 その 店まで つ 

れて 行きました。 

こんな ふうに して、 カシムが 殺された こと は、 だれ 

にも 知れないです みそうでした。 そして、 ァリ. ババ 

とそのお かみさんと は、 カシムの 家に 引つ こして 行つ 

て、 みんなで 一 しょに くらす ことにな りました。 



そして、 まず はじめに、 ろば を 二十 びきと、 大きな 

かめ を 三十 九と 持ち出しました。 そして、 たった 一 つ 

のかめ に、 油 をな みなみと つぎこんだ きりで、 ほかの 

かめに は 一 人ず つどろ ぼう を 入らせました。 そして、 

この かめ をろ ばに のせて、 町へ 出かけました。 そして 

カシムの 家の 前まで 来ましたら、 ァリ • ババ はちょう 

け." つ ^9^9 

ど、 外へ 出て 夕涼み をして いると ころでした。 

「今晩は ご 

かしら は、 ていねいに おじぎ をして、 

えんぼう 

「私 は 遠方から まいった 油 商人で ございま すが、 今晚 

だけ、 とめて いただけませんで しょうか。 そして、 こ 



て 庭へ 出て 行きました。 そして、 一ばん 手近の かめの 

そばまで 行きました。 すると 中から、 

「もう、 出る 時分です かご と言う、 しゃがれ た 声が 聞 

えました。 モル ジ アナ は、 びっくり しました。 けれど 

も、 りこう 者の ことです から、 落ちついた 声で、 

「まだ、 まだ ご 

そう 言って、 次の かめの そばへ 行きました。 その か 

めの 中から も、 同じような こと をたず ねました。 モル 

ジ アナ は 次から 次と 行きました。 すると、 どの かめ か 

らも、 どの かめから も 同じような こと をたず ねました _ 

モル ジ アナ は どれに も 同じように、 「まだ、 まだ ご と 



歩きました。 それで どろぼう たち は、 みんな 殺されて 

しまいました。 

こんなにして しまった ものです から、 かしらが 庭 を 

めがけて 小石 を 投げた 時 は、 どろぼう は 一 人 だって 出 

て 来ませんでした。 それで、 かしらが 庭へ 出て、 かめ 

の 中 を のぞきま すと、 どろぼう たち は みんな 死んで い 

たのでした。 せっかくの かたきうち は、 すっかり あべ 

こべに なって しまった のでした。 かしら は、 ほうほう 

のて いで、 森へ にげて 帰りました。 

あくる 朝、 モル ジ アナ は、 ァリ • ババを 庭へ つれ 出 

して、 かめの 中 を のぞかせました。 ァリ. ババは 人が 



さて、 どろぼう のか しらは、 手下が 一 人 もい なくなつ 

たので、 森の ほら 穴で、 ただ 一人、 大 そうさび しく、 

また 悲しい 月日 をお くって いました。 けれども、 ァ 

リ • ババ へ かたきうち をす る こと は、 前よりも も つ と 

もっと 熱心に 考えて いました。 そして、 また ある 一 つ 

の 方法 を 考えつきました。 そして、 さっそく 大きな 商 

むすこ 

人の ような 顔 をして、 ァリ. ババの 息子の 店のお 向い 

に 店 を 出しました。 

この 大 商人 は 大 そう 金 持で、 そして 大 そうしん せつ 

でありました から、 ァリ • ババの 息子 は、 すぐに この 



人 をす きになりました。 それで、 お近づきの しるしと 

して、 お父さんの 家の 晚 ごはんに よぶこと にしました。 

しかし、 このに せの 商人 は、 ァリ. ババの 家へ 行った 

時、 ァリ • ババに 向って、 

「あなたと ご 一 しょに ごはん をいた だきた いのは 山々 

でございますが、 じつは 私 は、 神 さまに 塩 を 食べ ませ 

やくそく 

んと 言つ てお 約束して いるので ございます。 それで、 

家で も、 とくべつに いつも 塩ぬ きのりよう リを させて 

いるよう なわけ でございますから、 どうか あしから 

ず ご 

と 言って、 ごはん をた ベる こと を ことわりました。 す 



じ やない ご と、 モル ジ アナ は 心のう ちで つぶやき まし 

た。 ペルシャに は、 こういう 迷信が あるので す。 

モル ジ アナ は、 すぐに 自分のへ やへ もどって 来て、 

おどり 子の 着る 着物 を 着ました。 そして、 晚 ごはんが 

終った 頃 を 見 はからって、 短刀 を 片手に にぎって、 お 

客 さまの ざしき へ おどり を おどりに 出ました。 

モル ジ アナ は大そ うじょうずに おどって、 みんなに 

かっさいされ ました。 にせの 商人 は、 さいふから 金貨 

を 一枚 出して、 モル ジ アナの タンボ リン (手 つづみ) 

の 中へ 入れました。 その 時 モル ジ アナ は、 片手に 持つ 

ていた 短刀 を、 やにわに 商人の 胸に つきさしました。 



「ふとどき 者め、 お 客 さま を どうしょうと いうの だ ご 

ァリ. ババが しかりつけました。 すると モル ジ アナ 

は 落ちついて、 

「いいえ、 私 は あなたの 命 をお 助けした ので ございま 

す。 これ を ごらんく ださい まし ご 

と 言って、 商人が そでの 中に かくして いた 短刀 を 取り 

出して 見せました。 そして、 この 商人が、 ほんとう は 

何者で あ つ たかと いう こと を 申しの ベました。 

それ を 聞く と、 ァリ. ババ は、 ありがた 涙に くれて、 

モル ジ アナ を だきしめました。 

「お前 はわし の 息子のお よめさん になって おくれ、 そ 



して わしの 娘に なって おくれ、 それが わしに できる 一 

番の 恩返し だ ご と、 言いました。 

さて、 それから ずいぶん 後まで も、 ァリ • ババ は、 

こわが つ て、 あの ふしぎな ほら 穴へ 行つ てみ ようと は 

しません でした。 しかし、 ある 年の 末、 もう 一度 行つ 

てみ ました。 ところが、 どろぼう たちが 死んで から は、 

だれも 来ない らしく、 中 は 昔の ままで ありました。 そ 

れ でもう、 こわい 者が 一人 もい なくなった ことが わか 

りました。 

それから 後 は、 「開け、 ごま ご と、 ァリ. ババ が、 

まほうの 言葉 を 唱えさえ すれば、 あの ふしぎな 戸が す 



う ー つと 開いて、 穴の 中には、 持ち出しても、 持ち出 

しても つきる ことのない ほどの、 宝が ありました。 そ 

れで、 ァリ. ババ は、 国 じゅうで ならぶ 者 もない ほど 

の、 大金 持に なって しまいました。 
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